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●つ ほ
 、 

町の人口 

（昭和59年8月30日現在、 
前月比較 

男 3,981 C- 3) 

女 ‘330 (+17) 

計 ＆311(+14) 

世帯数 2,691(+ 4) 

お、ロ 

めロ 

でロ 

とロ 

うロ 

新口 

成口 

人ロ 

九
十
ニ
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
m
ー
 

当
町
の
真
夏
の
成
人
式
は
、
八
月
＋
 

五
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
対
象
者
 

九
十
二
人
の
う
ち
、
六
十
八
人
が
出
席
 

し
ま
し
た
。
 

ま
ず
祝
詞
の
中
で
稲
富
教
育
長
は
、
 

『
物
事
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル
が
く
り
返
さ
 

れ
る
、
し
か
し
人
生
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル
 

が
な
い
。
人
生
は
す
べ
て
本
番
で
あ
り
 

選
択
の
連
続
で
あ
る
の
で
、
 
一
瞬
々
々
 

真
剣
に
生
き
て
ほ
し
い
ー
と
あ
い
さ
つ
。
 

続
い
て
中
島
町
長
は
、
 

『
正
月
（
一
月
）
に
あ
る
成
人
式
も
そ
 

れ
な
り
に
意
義
が
あ
る
と
思
う
。
夏
の
 

成
人
式
は
盆
休
み
に
県
外
に
出
て
い
る
 

成
人
者
が
気
楽
に
参
加
出
来
る
、
昭
和
 

三
十
九
年
四
月
か
ら
四
十
年
三
月
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
人
達
を
お
迎
え
し
て
、
成
 

人
式
即
ク
ラ
ス
会
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
 

人
生
は
や
り
直
し
が
き
か
な
い
。
私
 

た
ち
は
反
省
さ
せ
ら
れ
る
事
が
多
い
。
 

今
後
自
分
の
人
生
は
自
分
の
考
え
、
知
 

恵
で
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
方
 

城
町
は
俺
達
が
背
負
っ
て
い
く
ん
だ
、
 

と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
生
き
て
い
 

っ
て
く
だ
さ
い
。
』
 
と
あ
い
さ
つ
。
 

最
後
に
山
口
議
長
は
、
 
『
自
分
の
仕
 

事
に
誇
り
を
持
つ
、
人
間
は
真
実
を
持
 

つ
こ
と
が
大
切
だ
、
希
望
を
持
っ
て
が
 

ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
』
と
あ
い
さ
 

つ。 

祝
詞
の
後
、
新
成
人
者
代
表
、
笠
真
 

理
子
さ
ん
が
「
自
信
と
勇
気
と
責
任
を
 

も
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
 

く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

講
演
で
は
、
音
成
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
 

セ
ン
タ
ー
研
究
所
所
長
 
音
成
彦
治
郎
 

さ
ん
が
『
現
代
に
生
き
る
若
者
』
と
題
 

し
て
、
男
は
鉄
を
も
砕
く
力
を
持
っ
て
 

お
く
こ
と
、
高
校
生
以
上
に
な
っ
て
怒
 

っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
一
生
そ
の
人
 

に
つ
か
え
て
い
け
、
多
く
の
友
を
持
て
 

親
友
は
少
な
い
で
い
い
、
昨
日
あ
っ
た
 

い
や
な
こ
と
は
全
部
捨
て
な
さ
い
、
悲
 

し
み
や
悩
み
が
あ
れ
ば
、
こ
の
胸
に
来
 

な
さ
い
、
く
だ
ら
ん
も
の
で
あ
れ
ば
鉄
 

拳
を
ふ
る
う
。
』
と
、
成
人
者
に
対
し
 

て
す
ば
ら
し
い
お
話
し
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

と
て
も
五
十
八
才
と
は
思
え
な
い
。
体
 

は
三
十
才
台
の
若
さ
だ
（
人
命
救
助
活
 

動
の
た
め
海
底
四
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
も
 

ぐ
れ
る
体
力
を
持
っ
て
い
る
）
。
 

講
演
の
あ
と
、
町
青
年
団
の
指
揮
に
 

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
自
で
書
い
た
十
代
 

の
別
れ
の
短
冊
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
 

詰
め
、
前
庭
に
埋
め
ま
し
た
。
ま
た
一
一
 

十
歳
の
旅
立
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
 

た
短
冊
を
つ
け
た
風
船
を
大
空
に
一
斉
 

に
飛
ば
し
ま
し
た
。
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》つ 

第

十

五

回

町

民

連

動

会

 

謙
競
難
難
蕪
難
競
難
難
鳶
●
麟
m
 

“
り
・
”
「
，
 

一
一
十
九
常
会
が
熱
戦
を
展
開
 

前
日
ま
で
小
雨
模
様
だ
っ
た
天
気
も
 

回
復
し
て
、
か
ら
り
と
晴
れ
渡
っ
た
九
 

月
十
六
日
、
第
 15
 

回
町
民
運
動
会
を
開
 

催
し
ま
し
た
。
 

方
城
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
結
集
し
た
 29
 

常
会
の
頂
点
に
立
っ
た
の
は
、
湧
測
団
 

地
常
会
で
す
。
 

こ
の
日
、
各
常
会
の
選
手
た
ち
は
8
 

時
 30 

分
に
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
集
合
し
ま
 

し
た
。
 

ま
ず
開
会
官
喜
ロ
の
あ
と
、
久
六
常
会
 

の
優
勝
旗
の
返
還
、
続
い
て
永
岡
審
判
 

長
か
ら
競
技
上
の
注
意
事
項
が
あ
り
、
 

久
六
常
会
の
久
富
貞
信
さ
ん
の
、
力
強
 

い
選
手
宣
誓
に
よ
っ
て
競
技
の
火
ぶ
た
 

が
切
っ
て
落
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
年
に
一
度
の
町
民
運
動
会
で
、
日
 

頃
仲
々
逢
え
な
い
友
人
知
人
と
ば
っ
た
 

り
逢
っ
て
話
が
は
ず
む
。
こ
ん
な
風
景
 

が
時
折
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

暑
さ
の
中
で
一
生
懸
命
競
技
し
ま
し
 

た
が
、
2
2
0

才
リ
レ
ー
、
常
会
対
抗
 

リ
レ
ー
で
は
そ
の
応
援
も
頂
点
に
達
し
 

ま
し
た
。
 

湧
関
団
地
常
会
は
圧
倒
的
な
強
さ
を
 

発
揮
、
対
抗
競
技
9
種
目
の
う
ち
1
位
 

が
6
種
目
と
い
う
素
晴
し
い
成
績
で
優
 

勝
旗
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。
 

仮
装
大
会
に
全
然
出
場
者
が
無
か
っ
 

た
の
が
、
今
年
は
淋
し
く
感
じ
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

一
、
総
 

合
 

・
優
 

勝
 

湧
測
団
地
常
会
 

・
準
優
勝
 

春
田
常
会
 

・
3
 

位
 

久
六
常
会
 

二
、
青
年
リ
レ
ー
決
勝
 

・
優
 

勝
 

春
田
常
会
 

・
準
優
勝
 

後
谷
常
会
 

・
3
 

位
 

久
六
常
会
 

三
、
子
ど
も
対
抗
リ
レ
ー
 

・
優
 

勝
 

東
古
門
常
会
 

・
準
優
勝
 

野
添
常
会
 

・
3
 

位
 

中
古
門
常
会
 

四
、
職
域
対
抗
リ
レ
ー
 

男
子
の
部
 

・
優
 

勝
 

渡
建
設
 

・
準
優
勝
 

方
城
体
協
 

・
3
 

位
 

東
和
会
 

女
子
の
部
 

・
優
 

勝
 

マ

マ

さ

ん

バ

レ

ー

 

弁

城

 

・

準

優

勝

 

マ

マ

さ

ん

バ

レ

ー

 

●
 

ハ‘J 

伊
方
 

位
 

ィ
ン
デ
ィ
ア
カ
チ
 

ー
ム
 

優
勝
旗
 

を
受
領
す
 

る
湧
測
団
地
 

常
会
 

キ
ャ
ッ
チ
ャ
 

ー
フ
ラ
イ
 

八
フ
ー
王
、
フ
、
E
主
」
r
右
早
三
旨
巳
 

ノ、 

亡
工
川
川
D

（
よ
八
h
刀
ベ
ノ
ノ
＼
，
ソ
午
】
 

療
制
度
が
ー
 

ー

 

十

月

一

日

か

ら

実

施

し

 

該
当
者
は
届
出
を
 

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
「
 

退
職
者
医
療
制
度
」
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
退
職
者
医
療
制
度
と
は
、
国
民
 

健
康
保
険
加
入
者
（
被
保
険
者
）
で
長
 

い
間
会
社
や
役
所
に
勤
め
、
厚
生
年
金
 

保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
な
ど
か
 

ら
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
と
そ
の
家
 

族
は
、
退
職
被
保
険
者
及
び
そ
の
扶
養
 

家
族
と
し
て
、
 
70
 

才
に
な
っ
て
老
人
保
 

健
に
移
る
ま
で
，
退
職
者
医
療
制
度
I
 

と
い
う
新
し
い
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に
 

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
新
し
い
制
度
は
昭
和
 59
 

年
 10
 

月
 

1
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

ほ

 

退
職
被
保
険
者
に
な
る
人
 

広 報 

次
の
三
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
 

が
退
職
被
保
険
者
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
 

す。 
①
 
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
あ
る
 

人。 

②
 
次
の
7

つ
の
年
金
制
度
か
ら
老
令
 

（
退
職
）
年
金
の
支
給
を
う
け
て
い
 

日
 

る
人
、
ま
た
は
 40
 

才
以
後
の
年
金
制
 

1
 

度
の
加
入
期
間
が
 10
 

年
以
上
の
通
算
 

老
令
（
退
職
）
年
金
の
支
給
を
う
け
 

て
い
る
人
。
 

退
職
被
保
険
者
の
条
件
と
な
る
年
 

金
制
度
 

L
 

厚
生
年
金
保
険
法
 

2
 

忍
恰
去
 

3
 

船
員
保
険
法
 

4
 

国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
 

5
 

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
 

6
 

私
立
学
校
職
員
共
済
組
合
法
 

z
 

農
村
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
 

法
 

③
 
老
人
保
健
の
適
用
を
う
け
て
い
な
 

い
人
。
 

扶
養
家
族
は
・
；
・
・
 

退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族
と
し
て
 

認
め
ら
れ
る
人
は
次
の
範
囲
の
人
で
す
。
 

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
あ
っ
て
 

退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
共
に
し
、
主
 

と
し
て
退
職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
 

て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
次
の
人
。
 

、
 

①
 
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
配
偶
 

者
（
内
縁
関
係
で
も
よ
い
）
及
び
三
 

親
等
内
の
親
族
。
 

②
 
配
偶
者
（
内
縁
関
係
で
も
よ
い
）
 

の
父
母
及
び
連
れ
子
（
そ
の
配
偶
者
 

の
死
ん
だ
あ
と
の
父
母
、
連
れ
子
で
 

も
よ
い
。
）
 

な
お
、
退
職
被
保
険
者
本
人
が
老
 

人
保
健
法
の
適
用
を
う
け
る
よ
う
に
 

な
っ
た
と
き
、
ま
た
は
死
亡
し
た
と
 

き
は
、
扶
養
家
族
は
退
職
被
保
険
者
 

の
扶
養
家
族
と
し
て
の
資
格
を
失
い
、
 

一
般
の
国
保
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
 

す。 

退職被保険者の家族の範囲 

資

格

の

発

生

 

退
職
被
保
険
者
と
な
る
日
は
年
金
の
 

受
給
権
の
発
生
し
た
日
で
す
。
 

受
給
権
が
発
生
す
る
と
本
人
宛
に
年
 

金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
年
金
証
書
 

を
受
け
と
っ
た
ら
 14
 

日
以
内
に
方
城
町
 

役
場
住
民
課
国
保
係
に
届
け
出
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
0
 

退
職
被
保
険
者
証
 

新
制
度
施
行
日
の
 10
 

月
1

日
に
お
い
 

て
、
い
ま
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
被
保
 

険
者
証
「
退
職
被
保
険
者
証
」
と
し
て
 

交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
昭
 

和
 59
 

年
度
に
つ
い
て
は
「
退
職
被
保
険
 

者
等
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
 

保
 

険
 

税
 

退
職
被
保
険
者
の
保
険
税
は
、
一
般
 

の
国
保
の
被
保
険
者
の
算
定
方
法
に
準
 

じ
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

そ
し
て
廿
喜
甘
単
立
て
斌
課
さ
h
ま
す
 

一
つ
の
世
帯
 

に
一
般
の
被
 

保
険
者
と
退
 

職
被
保
険
者
 

が
い
る
場
合
 

は
、
両
方
の
 

合
算
額
を
世
 

帯
主
に
賦
課
 

し
ま
す
。
 

扶
養
家
族
 

の
届
出
 

扶
養
家
族
 

の
届
出
は
世
 

帯
主
が
行
な
 

い
ま
す
。
届
 

出
に
は
必
要
に
応
じ
、
次
の
書
類
を
添
 

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

L
 

配
偶
者
や
 18
 

才
未
満
の
子
（
も
 

し
く
は
重
度
障
害
で
あ
る
子
）
以
外
の
 

者
は
生
計
維
持
証
明
。
 

ゲートボール（本物よりボールが大きいですね） 女子百足競走スタート 

2 
内
縁
関
係
の
場
合
に
は
、
そ
の
 

事
実
を
証
明
す
る
書
類
 

一
部
負
担
金
 

退
職
被
保
険
者
や
被
扶
養
者
が
お
医
 

者
さ
ん
な
ど
に
か
か
っ
て
治
療
を
受
け
 

た
と
き
に
は
、
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
 

を
、
一
部
負
担
と
し
て
医
療
機
関
な
ど
 

の
窓
口
で
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
 

そ
の
一
部
負
担
金
の
割
合
は
次
の
よ
う
 

に
な
り
ま
す
。
 

退
職
被
保
険
者
本
人
…
 
…
 
2
割
 

扶
養
家
族
 

外
来
・
…
 

：
3
割
 

入
院
：
…
・
2
割
 

ロ
ロ
ロ
警
察
か
ら
の
お
願
い
 
ロ口ロ 

「
正
し
く
使
お
う
一
一
〇
番
」
 

※
一
一
〇
番
は
緊
急
通
報
用
の
電
話
で
 

す。 ・
運
転
免
許
証
に
つ
い
て
の
問
い
合
 

わ
せ
 

・
落
し
物
や
地
理
の
問
い
合
わ
せ
 

・
道
路
交
通
情
報
 

・
困
り
ご
と
の
相
談
 

等
緊
急
を
要
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
 

田

川

警

察

署

（

ニ

ー

二

一

二

〇

）

も

し

 

く
ま
「
夜
左
m
h
/
D

尿
山
耳
折
H

て
古
旦
立
女
君
げ
古
レ
 

て
く
だ
さ
い
。
 

※
い
た
ず
ら
一
一
〇
番
は
や
め
ま
し
ょ
 

・つ。 

※
一
一
〇
番
は
落
ち
つ
い
て
 

何
が
あ
っ
た
か
 

い
つ
あ
っ
た
か
 

ど
こ
で
（
場
所
、
目
標
な
ど
）
 

ど
う
な
っ
て
い
る
か
 

あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
 

号
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農
業
委
員
決
ま
る
 

会

長

に

仲

 
村
 
信
 
治
氏
を
選
出
 

昭
和
五
十
九
年
七
月
十
五
日
執
行
の
 

方
城
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
に
 

当選証書を受け取る 渡 利明 氏 

つ
い
て
、
七
月
十
日
立
候
補
者
の
届
出
 

を
締
め
切
り
ま
し
た
が
、
定
員
十
ニ
名
 

に
対
し
、
立
候
補
者
十
二
名
で
、
全
員
 

無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
 

七
月
十
七
日
役
場
議
会
議
事
堂
に
て
 

選
挙
管
理
委
員
会
、
町
三
役
、
及
び
町
 

管
理
職
立
ち
合
い
の
も
と
に
、
当
選
証
 

書
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

選
管
委
員
長
の
仲
島
五
月
さ
ん
は
、
 

「
当
選
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か
ら
は
農
 

業
委
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
し
っ
 

か
り
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
 

の
後
、
久
富
貞
信
氏
他
十
一
名
の
当
選
 

者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
選
証
書
が
授
与
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

公
選
に
よ
る
委
員
の
ほ
か
、
町
議
会
 

推
せ
ん
に
よ
る
委
員
、
田
川
農
協
推
せ
 

ん
に
よ
る
委
員
、
下
田
川
共
済
組
合
推
 

せ
ん
に
よ
る
委
員
で
農
業
委
員
会
は
構
 

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
す
 

べ
て
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

【
公
選
に
よ
る
委
員
】
 

久
富
貞
信
 
池
永
清
隆
 
持
丸
英
彦
 

原
田
政
幸
 
末
松
直
美
 
中
山
信
義
 

仲
村
信
治
 
石
谷
 

猛
 
武
内
昭
英
 

渡
 
利
明
 
太
田
 

貢
 
村
田
 

運
 

【
町
議
会
推
せ
ん
に
よ
る
委
員
】
 

光
井
民
生
 
松
島
繁
光
 
竹
下
末
弘
 

高
木
市
松
 
桑
野
敬
治
郎
 

【
田
川
農
協
推
せ
ん
に
よ
る
委
員
】
 

原
田
 

宰
 

【
下
田
川
共
済
組
合
推
せ
ん
に
よ
る
委
 

員】 仲
村
政
春
 

敬
称
略
 

昭
和
五
十
九
年
度
敬
老
会
 
盛
大
に
開
催
 

昭
和
 59
 

年
度
敬
老
会
が
、
9

月
 15
 

日
 

方
城
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
該
当
者
8
7
9
人
の
内
、
約
 

7
0
0
人
が
午
前
 10
 

時
に
、
会
場
に
参
 

集
し
ま
し
た
。
 

祝
辞
の
中
で
、
中
島
町
長
は
「
方
城
 

炭
鉱
が
閉
山
し
て
 20
 

年
、
村
か
ら
町
へ
 

町
制
施
行
し
て
か
ら
 28
 

年
目
で
す
。
こ
 

れ
か
ら
も
増
々
変
っ
て
ゆ
く
宿
命
を
持
 

っ
て
い
ま
す
。
方
城
町
の
今
日
の
繁
栄
 

は
皆
様
方
の
ご
努
力
、
ご
協
力
の
た
ま
 

も
の
で
あ
り
、
今
後
増
々
発
展
し
て
ゆ
 

、 

第143 号 》つ よ じ
 

●つ ほ
 

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
来
年
も
又
皆
々
 

さ
ん
に
お
逢
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

続
い
て
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

最
高
年
令
者
、
 

（
弁
城
側
）
三
代
ィ
 

シ
、
草
場
（
1
0
0
才） 

（
伊
方
側
）
 

宮
崎
ス
ェ
、
前
村
（
 97
 

才） 

夫
婦
最
高
令
者
 

（
弁
城
側
）
大
前
 

林
蔵
、
福
智
園
（
 90
 

才
）
大
前
花
子
（
 

77
 

才） 

（
伊
方
側
）
赤
峰
虎
ニ
、
大
正
 

町
（
 85
 

才
）
赤
峰
ッ
グ
（
 89
 

才
）
さ
ん
 

が
、
町
長
か
ら
記
念
品
を
贈
ら
れ
ま
し
 

た。 

・
ピ
ョ
・
十
h
り
「
」
ー
 

〈
工
ー
“
収
L
・
f
‘上 

、口・ 

、
打
 
」D
レ
 
E
L
 
＋
白
十
ュ
U
に
 
I
T
十
／
ロ
 

団

長

 
勝
 

木
 

団長辞令を受け取る 勝木ー郎氏 

I 
一
 

' 郎
 

氏
 

昭
和
 59 

年
8

月
 19
 

日
付
を
も
 

っ
て
、
方
城
町
消
防
団
幹
部
が
 

任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
 

松
島
亀
次
郎
団
長
は
、
昭
和
 

51
 

年
団
長
就
任
以
来
2
期
8

年
 

間
団
長
の
任
務
を
遂
行
し
ま
し
 

た
が
、
今
回
勇
退
さ
れ
指
導
部
 

長
、
勝
木
一
郎
氏
を
団
長
に
推
 

せ
ん
し
、
町
長
が
任
命
し
ま
し
 

た。 町
条
例
に
よ
り
消
防
幹
部
の
 

任
期
は
4

年
で
す
。
今
後
、
昭
 

和
 59
 

年
8

月
 20
 

日
か
ら
、
 
63
 

年
 

8
月
 19
 

日
ま
で
の
4

年
間
、
町
 

民
の
皆
さ
ん
の
財
産
生
命
を
火
 

来
賓
祝
辞
の
後
、
永
末
義
雄
老
人
会
 

会
長
が
「
我
々
の
た
め
に
、
か
く
も
盛
 

大
に
敬
老
会
を
催
し
て
下
さ
っ
た
事
を
 

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
方
城
町
の
 

た
め
に
つ
く
す
事
が
我
々
の
お
礼
で
あ
 

り
ま
す
。
今
後
共
お
世
話
に
な
る
と
思
 

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
 

」
と
謝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。
 

式
典
後
、
演
芸
で
は
婦
人
会
の
各
支
 

部
が
、
す
ば
ら
し
い
舞
踊
を
ひ
ろ
う
、
 

ヤ
ン
ヤ
の
か
っ
さ
い
を
あ
び
、
お
花
が
 

乱
れ
飛
び
、
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
 

た。 

・
●
‘
！
 
ノ
 
！

 

' 

災
か
ら
守
る
消
防
幹
部
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

団
 

長
 

副
 
団
 
長
 

"

 

指

導

部

長

 

第
一
分
団
長
 

第
ー
ー
 

ク 

第

三

 

万 

第
四
 

“ 

本
部
 

ク 

白 佃 永 久仲 松 高 永 勝 

村 島 橋 末 木 

信 繁 敏 保 一 

治 光春 美郎 

岡 富 

清 貞 

文 誠 正 信 

婦

人

会

に

よ

る

演

芸

 

町
長
か
ら
記
念
品
を
受
取
る
 

大

前

林

蔵

さ

ん

 

ー

 

ー
 . 

' 

入
校
し
、
教
養
実
施
訓
練
に
よ
り
技
術
 

ま
し
た
。
 

を
修
得
し
、
若
手
団
員
の
育
成
指
導
計
 

画
を
樹
立
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
ま
し
 

た
 。

 防
災
活
動
に
お
き
ま
し
て
は
、
昭
和
 

47
 

年
7
月
の
大
水
害
の
折
、
被
災
者
の
 

避
難
救
助
や
、
家
財
の
搬
出
、
堤
防
決
 

壊
に
よ
る
補
修
等
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
 

消
防
団
在
籍
中
、
各
種
表
彰
を
受
賞
 

し
ま
し
た
が
、
昭
和
 54
 

年
 11
 

月
秋
の
叙
 

石
 
博
 
文
 

勲
で
は
、
勲
5
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
 

な
お
、
今
回
団
長
を
勇
退
さ
れ
た
松
 

島
亀
次
郎
氏
は
、
昭
和
8

年
方
城
町
消
 

防
組
員
と
し
て
拝
命
以
来
、
常
に
果
敢
 

な
行
動
と
卓
越
し
た
手
腕
に
よ
り
、
地
 

域
住
民
の
身
体
、
財
産
の
保
護
に
あ
た
 

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
三
十
六
年
福
岡
県
消
防
学
校
に
 

昭

和

五

十

八

年

度

電

源

立

地

促

進

対

策

補

助

事

業

 

昭
和
 58
 

年
度
、
電
源
立
地
促
進
対
策
 

補
助
事
業
に
よ
り
、
次
の
事
業
を
行
い
 

ま
し
た
。
 

o
 

方
城
町
第
二
分
団
消
防
格
納
庫
 

（
弁
城
小
学
校
前
）
 

o
 

防
火
水
槽
 
東
長
浦
A
 

（
東
長
浦
団
地
）
 

o
 

防
火
水
槽
 
東
長
浦
B
 

（
東
長
浦
団
地
）
 

o
 

防
火
水
槽
 
塚
口
 （

高
広
建
設
前
）
 

方I丘貫身二費媛 

緋 電 蒲 

長
い
間
、
ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。
 

…
三
！
〒
・
・
三
F
…
三
F
…
三
F
…
三
〒
・
・
三
f
・ニ
II
〒
…
ニ
F
…
三
三
…
ニ
三
一
・
・
」
三
〒
・
・
三
一
て・・三三1
・
三
F
・
・
三
g
・・三一
〒
・
三
F
l
三
F
・
・
三
曹
・
・
‘
・
・
主
F
、三 
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お
知
ら
せ
 

r
織灘 

計
量
器
定
期
検
査
実
施
に
つ
い
て
 

計
量
法
に
よ
り
取
引
、
ま
た
は
証
明
 

に
使
用
す
る
計
量
器
（
は
か
り
、
お
も
 

り
）
の
定
期
検
査
が
次
の
と
お
り
実
施
 

さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
も
れ
な
く
 

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
 

一
、
日
時
 

昭
和
 59 

年
 10 

月
 18 

日
 
午
 

前
 10 

時
よ
り
午
後
3
時
 30 

分
ま
で
 

二
、
場
所
 
方
城
町
中
央
公
民
館
 

三
、
持
参
す
る
も
の
 

計
量
器
、
印
か
ん
 

四
、
検
査
手
数
料
 

2
5
0

円
1
8
5
0

円
 

農
地
の
転
用
は
必
ず
 

農
業
委
員
会
に
届
け
出
を
 

・
農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
以
 

外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
 

こ
の
転
用
を
目
的
と
し
て
、
第
三
者
に
 

権
利
を
移
動
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
自
 

分
の
農
地
を
自
分
の
た
め
に
転
用
す
る
 

場
合
は
、
必
ず
事
前
に
農
業
委
員
会
に
 

申
請
し
、
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
し
ま
 

す
と
、
地
目
変
更
や
所
有
権
移
転
登
記
 

（
名
儀
人
変
更
）
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
無
許
可
で
の
農
地
転
用
は
農
 

地
法
で
堅
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
本
町
農
地
の
大
部
分
は
農
業
 

振
興
地
域
の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
 

の
で
、
こ
の
よ
う
な
農
地
の
転
用
は
事
 

前
に
除
外
を
必
要
と
し
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
産
業
課
、
農
業
委
員
 

会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

小
ち
ゃ
な
税
の
ポ
ス
タ
ー
展
 

作
 

郵
便
は
が
き
に
，
、
税
の
ポ
ス
タ
J
を
 

書
い
て
送
っ
て
下
さ
い
。
 

優
秀
な
作
品
に
は
、
賞
状
と
賞
品
を
 

差
し
上
げ
ま
す
。
 

一
、
作
品
寸
法
 

郵
便
は
が
き
 

二
、
テ
ー
マ
 

税
（
税
金
の
使
い
み
 

ち
、
税
金
の
大
切
さ
 

な
ど
）
 

三
、
締
切
り
 

十
月
二
十
日
 
（土） 

当
日
消
印
有
効
 

四
、
あ
て
先
 

〒
8
2
5
 

田
川
市
 

新
町
 11

 

ー
 55 

田
川
税
務
署
 
電
話
 

0
O
J
d
‘
【
1
4
1
4
1
0
4

コ
v
0
 

※
作
品
に
は
、
出
品
者
の
住
所
、
氏
名
 

年
令
を
必
ず
書
い
て
下
さ
い
。
 

五
、
発
表
 

十
一
月
十
日
（
土
）
 

田
川
税
務
署
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
 

入
選
者
に
通
知
し
ま
す
。
 

六
、
展
示
 

十
一
月
十
日
（
土
）
 

十
一
月
十
七
日
（
土
）
 

田
川
市
、
 

後
藤
寺
商
店
街
、
伊
田
商
店
街
、
又
は
 

田
川
税
務
署
。
 

※
く
れ
よ
ん
、
ク
レ
パ
ス
、
色
鉛
筆
、
 

水
彩
絵
具
な
ど
な
ん
で
も
、
ま
た
版
画
 

品
 

募
 

集
 

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
作
品
は
、
お
返
し
い
た
し
ま
 

せ
ん
。
 

郵便はがき 

825 

税のポスター 

田
川
市
新
町
 11
 

ー
 55
 

田
 
川
 
税
 
務
 
署
 

〇
〇
市
〇
〇
町
〇
番
〇
号
 

山
 

川
 

一 

郎
 

O
〇
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昭
和
五
十
九
年
度
 

第
ニ
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
つ
い
て
 

一
、
試
験
日
 

昭
和
五
十
九
年
十
一
月
十
一
日
 

一
一
、
試
験
種
類
 

乙
種
（
第
四
、
五
、
六
類
）
、
及
び
 

甲
種
、
丙
種
 

三
、
試
験
会
場
 

福
岡
市
（
福
岡
大
学
）
北
九
州
市
（
 

北
九
州
大
学
）
直
方
市
（
直
方
市
立
 

第
二
中
学
校
）
 

四
、
準
備
講
習
会
 

m
 
講
習
日
 

昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
一
日
 

②
 
講
習
内
容
 

乙
種
（
第
四
、
五
、
六
類
）
及
び
甲
 

種
、
丙
種
 

国
 
講
習
会
場
 

田
川
市
平
松
町
三
番
三
十
六
号
 

田
川
市
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

五
、
申
し
込
み
等
詳
し
い
内
容
に
つ
い
 

て
は
、
田
川
地
区
消
防
本
部
消
防
課
 

危
険
物
係
ま
で
問
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い。 

広 報 

ほうじょう 
(143号） 

印 編 発 

刷 集 行 

豊総方 

文 城 

社務町 

印 役 

刷課場 

“
 

ル
 

”
 

”
 

"
 

"
 

自

衛

官

募

集

中

 

o
防
衛
大
学
校
学
生
 

資
格
 
高
卒
（
見
込
）
 
21 

才
未
満
 

受
付
 

10 

月
1

日
ー
 10 

月
 27 

日
ま
で
 

o
自
衛
隊
生
徒
 

資
格
 
中
卒
（
見
込
）
 
17 

才
未
満
 

受
付
 

11 

月
1

日
ー
 60 

年
1

月
5

日
 

O
2
等
陸
・
海
・
空
士
 

資
格
 

18 

才
ー
 25 

才
未
満
 

受
付
 
常
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
 

※
問
い
合
わ
せ
先
 

o
飯
塚
募
集
事
務
所
 

T
E
L
 

飯
塚
 22 

1
4
8
4
8
 

o
役
場
総
務
課
 

T
E
L
 
。
。
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昭
和
 59 

年
度
 

第
 14 

回
 
文
 
化
 
祭
 

期
日
 

11
 

月
 10
 

日
（
土
）
 
11
 

日
 
（日） 

会
場
 
中
央
公
民
館
、
体
育
館
、
福
祉
 

会
館
 

参
加
申
し
込
み
 

中
央
公
民
館
で
受
け
付
け
を
致
し
ま
 

す
。
し
め
き
り
は
 10 

月
 20 

日
ま
で
と
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
 

の
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
発
行
 


